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要旨
平成 9 年 4 月 ~ 8 月の聞に当院で経腫分娩した祷婦120名を対象に、郵送による無記名 ・ 選択形式のアンケート調査
を行ったところ、 98，3%の高い回収率を得ることができた。
立ち会い分娩を47，6%が希望しており、 97，7%が母乳育児を望み、退院後も乳房ケアを受けられる体制を85，5%が望
んでいる。
したがって、生む木人や家族にとって納得のし 、 く、 喜 びゃ感動に満ちた体験として、 I:I:\~の場を提供し、かっ良好な
周子関係の確立のためには、 夫や家族の立ち会いと継続的なケアを提供できる独立した保健指導部門を施設内に設立す
ることが重要である。乳房外来の設立は時間や場所、人員の{確保など課題が山積みだが、 立ち会い分娩については、こ
れまでの母親学級の見直しに加え、 父親や家族が参加できる妊娠 ・出産準備教育を現在検討中である。
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はじめに
妊娠 ・出産は、女性の人生のなかで最も幸福で大き
な出来事のひとつで、あり、母子保健の原点である。現
代の妊産婦を取り巻く環境は、出産スタイルやサービ
スの内容を重視する傾向があり、 県下の各周産期施設
でも、分娩方針の改革やサービスの拡大を図っている。
判涜の平成7年度分娩件数は、『こうのとりネッ トワー
ク ~母子保健看護関連施設ネッ 卜 ワーク~j] によると
県下の主要産科施設の1=1:1で最多 (514件)であるが、
出生率の低下に伴い年々減少している。
そこで私たちは、 当院を出産の場に選んだ妊産婦と
家族が、より安全で満足できる助産ケアを受けられる
よう本研究に取り組んだ。
研究方法
1)期間:平成9年 9月 l日より 1カ月間
2) 対象:平成 9 年 4 月 ~ 8 月の聞に当院で経腿分
娩した祷婦120名
3) 方法.郵送による 1n~記名 ・選択形式のアンケー
ト調査
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結果
アンケー ト回収率は、 98，3%であった。出産に当院
を選んだ理由は、“総合 ・救急病院で安心だから"“地
理的に近し、から"という回答が大半で、次回も当院で
出産するという者が93，1%で、“規則やサービスの面
で"“母乳育児支援を求めて"という理由から6，9%は
次回は当院以外の施設で出産すると答えた。
立ち会い分娩は“家族とともに出産 したしゾ“家族
がいると心強い"という点から47，6%が希望し、陣痛
中そばにいてほしい人は、初産経産を問わず“夫"が
最も多く 、次いで“助産婦"であった。経産婦に比べ
初産婦では、親の付き添いを希望する割合が高かった。
母乳に関しては、 96，7%が初乳の価値を理解し
97，7%が国乳育児をしたいと考えて、 87，7%は乳房
マッサージを実施している。ただし、“赤ちゃんに合
わせて授乳に行くこと"に対しては、初産経産ともに
28，7%が消極的であった。また、 87，8%が乳房 トラプ
ルを入院中に相談でき、 育児に何らかの自信をつけて
退院したが、 35，1%は創痛や乳房 トラブルでマタニ
ティ・ブルーになったと振り返っていた。退院後も乳
房ケアを受けられる体制については乳房 卜ラフ守ルやマ
タニティ ・フ子ルーの有無を問わず、 85，5%が望んでい
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疑問や不安、不満を訴えなかった理由は、初産婦は“訴
える余裕がなかった"経産婦は“頑張れると思った"
が多かった。
出産時の児との対面については、 73.5%が“赤ちゃ
んが生まれる瞬間を見たい"と答え、“臓の緒を切る
ときを教えてほしい"と思った者は85.5%であった。
また74.8%の母親と家族が“生まれたての赤ちゃんを
もっと抱きたかった"、96.8%が“赤ちゃんの写真や
ビデオを撮りたかった"と答えた。
出産直後の状況については、 72.8%が“分娩台でな
くベッドで休みたい"、そして73.9%が“赤ちゃんと
家族とでしばらく一緒にいたい"と答えた。また、そ
ばにいてほしいのは圧倒的に“夫"で夫 ・家族が
94.1%を占めた。経産婦のなかには助産婦にいてほし
いと望む声もあった。
る。
母子同室については、“疲れる"“人の出入りによる
感染が心配"を理由に、67.5%が希望しなかった。初
産婦のなかには“児の世話に自信がなし、から"という
理由で、母子同室を希望しない者もいた。
分娩中に関するこ とでは、陣痛のとき最も楽だった
姿勢は側臥位という者が68.3%で、 75.5%が楽な姿勢
をとった。一方で24.5%は楽な姿勢になれず、その理
由は、初産婦では“痛く て動けなかった"、経産婦で
は“検査や処置のため"が多かった。分娩台は明らか
に苦痛であったと感じた者が67.8%で、疑問や不安、
不満を訴えることができた者は78.2%いた。訴えた相
手は“親、 夫、助産婦"が全体の97.4%を占めたが、
その内訳では初産婦は3者がほぼ同率であったのに対
し、経産婦は親に訴えた者がやや少なかった。一方の
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考察
対象である妊産婦とその家族が、 安全で満足できる
出産を体験してもらうためには、 医師の指示、病棟設
備や規則、病院全体の体制による問題など、!l)J産婦問
の検討のみでは改善が困難なものも、回答や意見とし
て多く得られた。これらは、医師、 当院管理部門との
共同的課題として重要であるが、今回は研究テーマで
ある助産ケアについて述べることとする。
立ち会い分娩の希望者は約半数近くでありながら、
実際にはほとんど行われていないため、 半数近くの産
婦が望む出産を出来ないでいることが明らかとなっ
た。出産は家族の問題であり、家族と共に、体験する
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50 
40 
- 初産
仁コ 経産
30 
20 
10 
。
lま ? ? ? ?
図7 退院後、乳房の指導や手当てをうけ
られる制度があるとょいと思うか
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ことはごく 自然、の流れである。クラウスとケネルのグ
ルー プのl!JF究では、分娩中および出産時に同伴者がい
ることは、分娩時間の短縮、周産期の合併症の減少、
母子相互作用の増加など、臨床的にも貴重な成果が得
られている。また彼らは、同伴者は医学的なケアには
不適当であるから、重要性が少なく、全部の母親には
必要でないと考えることは非常に危険なことであると
も述べている。また“陣痛のとき誰にそばにいてほし
かったですか"の問いで最も多かったのは“夫"で、
日本の社会通念の中で夫立ち会いは長年受け入れられ
なかったが、最近では立ち会いに積極的な夫が増えて
おり、 当院でも夫から立ち会いを申し出るケースが少
数ではあるがみられる。2/3以上の父親が父親であ
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ることを強く感じた時期は、赤ちゃんを抱いたときで
あったという報告や、クラウスによる子供と早期接触
することにより育児参加が高いという報告、かっ社会
通念が確実に変化している背景から、父性は妊娠中あ
るいはそれ以前より形成されるものであり、各時期に
応じた働きかけが必要であるが、児出生後の父親への
働きかけが父性意識を高めていくうえで効果的な時期
であることは明らかである。したがって、生む木人や
家族にとって納得のし1く、 喜びゃ感動に満ちた体験と
して、出産の場を提供するには、夫や家族の立ち会い
なしに実現は不可能である。
次に、母乳保育の重要性を理解し、 母乳保育をした
いと思って乳房マッサージを実施しながら、母乳保育
確立の重要な鍵である自律授乳に、消極的な意見があ
ることは、母乳保育に対する知識が浅く、必要な技術
や行動の理解不足であることが分かる。これは私たち
助産婦の指導不足であり、今後の妊娠期からの効果的
な指導に努力をしたい。授乳は円満な人格を育成する
育児の糸口になり、育児を成功させるか否かは、出産
直後に行われる母と子の触れ合いに始まる。1990年の
WHOユニセフの共同声明 『母乳育児成功のための
10カ条』では、ヲ予ちゃんが欲しがるときに、欲しが
るままの授乳をすすめる"ことを唱っている。当院は
現在、 3時間毎の定期授乳を行っているが、母乳保育
のために自律授乳を望んでいる 7割の母親の声を、厳
しく受け止める必要がある。また分娩は 1週間の短期
入院であり、入院中に樗婦の問題や不安、疑問を全て
解決することは困難であり、退院後に新たな問題を抱
える裸婦も多い。このような現状から退院後に乳房
ケアを受けられる体制を望む声が多いと考えられる。
したがって以前にも電話訪問による研究報告をした
が、独立した保健指導部門を施設内に設立することが、
因子とその家族にとって必要であり母性看護に携わる
私たちの切実な目標である。
なお児との対面に関しては、今秋より出生直後の
タッチングや両親の抱っこができる面会など新生児室
の配慮:により改善が図られたため、樗婦から非常に喜
ばれているところである。
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まとめ
今回のアンケ一卜が1カ月という短期間の郵送によ
る回収法であり、質問事項の受け止め方に差が生じて
いることも考えられたため、以上を研究の限界とした。
しかし、98.3%の高い回収率を得ることができたのは、
それだけ妊産樗婦の出産への関心が高い裏付けであ
り、今後の助産ケアの上で、貴重な資料となった。妊
産婦とその家族が、当院で出産してよかった、 次も当
院で出産したいと思うことができる産科を目指すと
き、立ち会い分娩の実現と乳房外来の設立が課題であ
る。そこで、現在の母親学級の見直しに加え、父親や
家族が参加できる妊娠 ・出産準備教育を現在検討中で
ある。同時に一貫した継続的な乳房ケアを実施できる
体制づくりも実現できるよう努力していきたい。
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